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博士論文 要約 
 
【研究背景】 
 末期肝不全に陥った患者を救う方法は、肝移植しかない。日本では、肝移植の 9 割以上が生体
肝移植である。子どもの肝移植の生存率は、成人の肝移植に比べて高く、長期生存が期待される。
しかし、移植の歴史が浅いことから、移植後の将来の見通しに関する情報は限られており、不確
かな部分も多い。 
子どもの肝移植後の問題には、術後合併症や移植肝の機能低下、長期免疫抑制療法による影響、
感染症、アドヒアランスの低下等がある。身体機能については、医学的見地から種々の調査が行
われているが、生活面や心理社会的問題については、明らかにされていない。慢性疾患を抱える
学童後期から思春期の子どもは、発達段階の特徴から不適切なセルフケア行動など、セルフケア
の逸脱が生じやすいと言われており、QOL 低下の問題が指摘されている。肝移植後の子どもの体
験は、肝移植となる原疾患によっても異なり、子どもの特徴に応じた支援が必要である。本論文
では、生体肝移植後の学童後期から思春期の子どもと親への QOL 向上のための看護援助を明示す
るために、生体肝移植後の子どもと親の療養生活の実態および移植の体験に着目し、外来におけ
る看護援助を導くことを試みた。 
 
【研究目的】 
生体肝移植後の学童後期から思春期の子どもと親の QOL 向上のための外来における看護援助を
明示することである。 
 
【研究方法】 
本論文は、研究 1 と研究 2 の 2 部より構成した。 
研究 1：生体肝移植後の学童後期から思春期の子どもと親の療養生活と移植の体験 
1．生体肝移植後の 10 歳～18 歳の子ども（小学生 3 名・高校生 6 名）と親（ドナー5 名・非ド
ナー4名）9組を対象に、療養生活の実態と移植の体験について質問紙および面接調査を行っ
た。分析は、質的帰納的に行った。個別分析の後、全ケースの結果を、生体肝移植後の学童
後期から思春期の子どもの療養生活の実態、子どもの移植に対する体験、療養生活に対する
親の認識と関わり、親の移植に対する体験に分け、コードおよび質問紙の回答について類似
性のある内容を整理し、意味内容が損なわれないように抽象度を高め、カテゴリーを抽出し
た。カテゴリーは、共通点・相違点、児の発達段階や移植時期、経過の違いの視点より整理
した。 
2．子どもの生活の満足度（QOL）は、中村らの作成した生活の満足度（QOL）尺度を用いた。親
の健康関連 QOL は、SF36（健康関連 QOL 尺度）を用いた。分析は、同年代の標準値と比較し
た。 
研究 2：生体肝移植後の学童後期から思春期の子どもと親の QOL 向上のための看護援助モデルの
考案 
 研究 1 で得られたデータの二次分析よりパターン（本研究で定義した生体肝移植後の子ども
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と親の QOL の特徴）の抽出とパターンごとの様相を記述した。さらに、文献検討加え、生体肝
移植後の子どもの QOL 維持・向上のための療養生活におけるモニタリング指標および生体肝移
植後の子どもと親の QOL維持・向上の概念枠組み作成、生体肝移植後の子どもと親の QOL維持・
向上のための看護援助モデル案作成、看護援助モデル案で用いるパターン判別とパターンごと
の看護援助指針を作成した。さらに、看護援助モデル案およびモニタリング指標を用いてパイ
ロットスタディを行い、看護援助モデルを考案した。 
 
【倫理的配慮】 
 所属機関の倫理審査委員会の承認を得た上で、研究の対象となる子どもと親に対する研究参加
への承諾と人権の擁護、研究参加の自由の保障、匿名性の保持、研究結果開示におけるプライバ
シーの保護、研究によって生じる対象者の負担の軽減等について説明を行い、同意を得た。尚、
子どもの調査では、子どもおよび親の双方の同意を得た。 
 
【結果】 
〈研究 1〉 
対象となった小学生と高校生では療養生活と移植の体験の相違がみられた。小学生は、親の関
わりもあり療養行動は保たれていた。また、手術を受けたことは理解していたが、幼児期に受け
た移植そのものへの理解は低かった。小学生の生活の満足度（総得点）は、基準値より全ケース
高かった。高校生は、身体状況と生活の満足度は必ずしも一致しなかった。また、移植を受けた
時期や移植に対する捉えにより療養行動に対する認識が異なっていた。疾患管理では、全ケース
で内服の飲み忘れの体験があった。 
親の健康関連 QOL は、ドナーが非ドナーの親より得点が高かった。親の移植に対する体験は、
移植決定や家族間の調整の問題が共通した内容であった。 
〈研究 2〉 
 研究１のデータの二次分析をした結果、移植後の子どもの QOL の特徴は、個々の発達段階、移
植に対する捉え、疾患管理に対する認識と実際、肝機能悪化の有無より 4 つのパターンが抽出さ
れた。更に、文献検討を加え、生体肝移植後の子どもと親の QOL 維持・向上のモニタリング指標
および概念枠組み、看護援助モデル案を作成した。 
モニタリング指標作成では、子どもに対して、身体状況や移植関連情報、療養生活状況（疾患
管理、日常生活、学校生活）を抽出した。親に対しては、親の子どもの疾患管理に対する認識お
よび行動や親の健康状態、家族状況を抽出した。概念枠組みは、研究 1 の結果および前述したモ
ニタリング指標、パターンの様相、文献検討をもとに生体肝移植後の子どもと親の QOL 維持・向
上の要素を抽出した。子どもの要素には、子どもの疾患や治療・体調に対する捉え、身体状況、
療養生活状況が含まれる。身体状況や療養生活状況は、子どもの自己の捉えに影響を受け、逆に、
身体状況の悪化や療養生活の変化が自己の捉えに影響する。また、適切な療養行動維持には、周
囲からのサポート状況が影響すること、子どもの疾患の捉えには、自覚症状や制限、内服薬の有
無だけではなく、親や周囲の人の関わりの影響を受ける。親の要素としては、子どもの療養生活
に対する認識、子どもの療養生活に対する関わり、親の健康状態、さらに親の背景として、ドナ
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ー経験の有無や年齢、家族状況も親の現在の状況に影響すると考えた。看護援助モデル案では、
子どもに対しては【子どもの移植の体験を受け止め理解を促す援助】【子ども自身の移植後の身体
状況理解への援助】【移植後の免疫抑制剤内服を中心とした疾患管理継続への援助】【移植後の療
養生活の調整への援助】、親に対して【子どもの肝機能維持のためのセルフケアを促進する援助】
【親自身の健康維持への援助】親子に対して【移植後の疾患管理における親と子の関係性への援
助】が抽出された。2 例のパイロットスタディの結果、モニタリング指標は、外来受診毎に短時
間で療養生活を含めたアセスメントが可能であった。看護援助モデル案は、生体肝移植後の子ど
もと親の QOL維持・向上のための看護援助モデルとして活用可能であった。 
 
【考察】 
 生体肝移植後の学童後期から思春期の子どもの体験は、小学生、高校生ともに日常生活では困
っていることはなく、制限の少ない生活を多くっていることが考えられた。疾患管理では、全ケ
ースで免疫抑制剤の飲み忘れの体験があった。内服に関する知識や過去の体験は、療養行動につ
ながるため、背景を理解した関わりが必要である。子どもの生活の満足度は、小学生は、一般の
小学生と変わらなかったが、高校生では、身体状況や日常生活に対する認識と満足度は、必ずし
も一致しなかった。したがって、周囲との関係性や自尊感情など、他の要因が影響していること
が考えられた。親は、それぞれ過去の体験より、子どもの将来について心配していた。また、親
の健康関連 QOL は、ドナーよりも非ドナーの QOL が低い結果であり、親自身の体験や体調、生活
状況をふまえた支援が必要であると考える。 
 看護援助モデルの考案では、看護援助モデル案は、パイロットスタディの結果、パターンごと
の援助の順序性や重みづけなどの洗練が必要であるが、看護援助モデルとして活用可能であると
考える。また、モニタリング指標は、外来受診毎の療養生活を含めた親子のアセスメントが短時
間で可能であることや看護援助の一部として活用できるだけではなく、縦断的視点の活用も可能
であると考える。過去、生体肝移植後の子どもと親の QOL に着目した看護援助モデルはなく、看
護援助の視点について示したことの意義は大きい。肝移植後の子どもの数、特に乳幼児期の移植
は、今後さらに増えることが予想される。生体肝移植後の子どもと親の QOL は、モニタリング指
標を用いたデータの蓄積や、看護援助モデルの活用により、維持・向上できると考える。 
  
【結論】 
1. 移植後の子どもの QOL の特徴は、個々の発達段階、移植に対する捉え、疾患管理に対する認
識と実際、肝機能悪化の有無より 4つのパターンに分けられた。 
2. 生体肝移植後の子どもと親の QOL 維持・向上のためのモニタリング指標は、受診ごとの継続
的な活用が可能である。 
3. 看護援助モデル案を用いてパターンの異なる 2 ケースにパイロットスタディを実施した。結
果、看護援助モデル案は、パターンごとの援助の順序性や重みづけなどの洗練が必要である
が、看護援助モデルとして活用可能であることが示唆された。 
